
 

 

 

 

2017年度 東京ＹＷＣＡ「いちごの部屋」ボランティア研修 

 

 

 
 

 

 

～外国にルーツを持つ子ども達に必要な支援とは～ 

ひとりひとり背景もニーズも異なる外国にルーツのある子どもたちを理解し、 

応援するために、地域に住む私たちにできることを一緒に考えてみませんか。 

また、多様性が尊重され共に生きる社会とはどんな社会なのでしょうか。 

子どもの育ちについて関心のある方はどなたでもご参加ください。 

 

日 時 テーマ 講師 

10/21(土) 

14：00-16：00 

生きづらさを抱える子どもたちに

必要な関わりと支援 
～親やまわりの人の関わり方で 

子どもは変わる～ 

寺出壽美子さん 

（特定非営利活動法人日本子どもソーシャルワーク協会理事長） 

 

10/28（土） 

14：00-16：00 

外国にルーツのある子どもたちが

当たり前に生きられる社会とは 
山田泉さん（元法政大学キャリアデザイン学部教授） 

＊講師プロフィールは裏面をご覧ください。 

◆対 象    日本語支援・学習支援、子どもたちの教育、コミュニティづくりに関心のある方は、 

どなたでもご参加ください。 

◆参加費    一般 800円／回、学生および YWCA支援ボランティア 500円／回   

◆定 員    20名／回 

◆会 場    東京ＹＷＣＡ武蔵野センター *住所・地図は裏面参照  

◆主 催   公益財団法人東京ＹＷＣＡ  いちごの部屋委員会 

180-0004武蔵野市吉祥寺本町 4-9-28   .0422-27-5871  Fax.0422-27-5872 

＊申込方法は裏面をご覧ください。 

後援 武蔵野市 

「平成 29年度 東京都在住外国人支援事業助成」対象事業 



◆申し込み方法 

東京ＹＷＣＡ武蔵野センターまで下記の必要事項を書き、e-mail、または Faxでお申込みください。電話で

もお受けいたします。 E-mail: musashino@tokyo.ywca.or.jp   Fax.0422-27-5872  Tel.0422-27-5871 

・ お名前   ・ 受講の動機   ・ご住所 

・ 電話番号（日中連絡が取れる番号）   ・E-mail address 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●東京ＹＷＣＡ 日本語・学習支援「いちごの部屋」 

外国にルーツを持つ子どもたちへの日本語・学習支援「いちごの部屋」は、今年で 9 年目になります。 

支援ボランティアが、子どもたちひとりひとりのニーズに合わせて支援をしています。 

活動日：毎週 木曜日 17：00～18：30 18：00～20：00  

土曜日 10:30～12:00 

●東京ＹＷＣＡ 

YWCA(Young Women’s Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の

壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際

NGO です。   http://www.tokyo.ywca.or.jp/ 

●会場までのアクセス 

 

 

 

 

 

【東京 YWCA 武蔵野センター】 

180-0004 武蔵野市吉祥寺本町 4-9-28 

Tel.0422-27-5871 Fax.0422-27-5872 

e-mail: musashino@tokyo.ywca.or.jp 

 

JR／井の頭線吉祥寺駅より徒歩 10 分 

講師プロフィール 

寺出壽美子さん（ソーシャルワーカー NPO法人日本子どもソーシャルワーク協会理事長） 

慶應義塾大学文学部社会心理教育学科卒業。高校の教員、子どもの本屋店長、不登校児童も含めた学習塾代表

等を歴任。虐待、いじめ、不登校・ひきこもり、家庭内暴力、 薬物、少年事件、嗜癖、摂食障がいなど、多岐にわたる

子どもとその親への面接相談や、支援に関わっている。不登校・ひきこもり等の子ども・若者への「ユースワーカー」派遣や子

ども・親を支える「ケアワーカー」派遣、少年事件の少年への支援「ぴあすぽ」を担当。 ＜共著＞『家庭訪問型子育て支

援ハンドブック』（明石書店）、『養育事典』（明石書店）、『いじめ、いま親にできること』（木馬書館） 

 

山田 泉さん（元法政大学キャリアデザイン学部教員） 

 専門は，「日本語教育」と「多文化教育」。前者は、日本語教員を目指す学生に対する日本語教員養成のための科目

群のコーディネート、後者は，国内外のグローバル化が進む中，文化の違いを乗り越え，共生社会を創造するための意

識と「多文化能力」を養成する教育のあり方を考えるものである。研究活動としては，子どもを中心とした「移民」の社会

参加保障とそのためにホスト社会がどうあるべきかの調査・研究や啓発活動をしている。 

 


